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Abstract
Since 2002, Kumamoto University has offered courses named “Basic Course of Information Technologies

A” and “Basic Course of Information Technologies B” both of which all the 1800 freshmen of the university
are required to take. In this report, we mention the historical background, contents of the exercise class,
education-oriented computer room configuration and Web-based learning systems used for the class, including
problems encountered until now and trials and errors toward their solution.
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1. は じ め に

熊本大学では，2002 年度より全学の 1 年生全員を対
象とする一般教育科目「情報基礎 A」「情報基礎 B」 が
必修科目として実施されている。1800人にも上る受講生
に対して同一内容の情報基礎演習を行うこの授業の目的
は，熊本大学に学ぶすべての学生に対して情報基礎教育
を実施し，本学全卒業生に対し一定レベルのコンピュー
タ操作，及びコンピュータを用いた情報公開技術の修得
を保証することである。これにより，ますます高度に情
報化・ネットワーク化が進む社会環境において活動する
基礎素養を全ての学生に与えることができる。近年，文
系，理系を問わず情報技術を活用できる人材を求める企
業が急増しており，本学卒業生に対する社会的要請に答
えることにも貢献できると考えている。
本稿では，「情報基礎 A」「情報基礎 B」 の情報基礎演
習を行う教育体制の具体的内容，およびこれまでの 1年
半余りの実施で明らかとなった問題点や解決に向けた試
行錯誤などについて述べる。なお 2 年次生に対しては，
ネットワーク社会で自立するための基礎的知識の修得を
目標として「情報処理 A」または「情報処理概論」が同

様に全学的に必修科目として実施されているが，本稿で
は 1年次生対象の「情報基礎 A」「情報基礎 B」につい
て主として述べる。

2. 現在の情報教育体制に至る経緯

1994年度における KUICと名づけられた全学ネット
ワークの整備に伴い，文系学部を含め専門教育の一部や
教養部においても理系教官を中心にコンピュータを利用
した教育がなされていた。しかし，ネットワーク利用に
おける知的財産権やモラルに関する議論，ウィルス等の
攻撃への対応や個人情報保護のための基礎知識が体系的
に議論されている講義はなく，“利用できる技術の習得”
がリテラシー教育の全てであった。
このような背景から，1996年１月に大学独自に情報リ
テラシーテキストを作成して，大学に入学した全学生に
対して一定水準の情報リテラシー教育をすることが全学
の教育運営委員会で議論され，その方針が認められた。
これを受け，教育運営委員会のもとに新規に「情報リテ
ラシー教育共通テキスト作成部会」を発足させ，約一年
後の出版を目指した。

1997年３月にテキストが出版され，このテキストを利
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用することを前提に，全学的情報リテラシー教育が 1997
年４月から開始された。全学委員会での決定を受けてテ
キストを作成したが，科目の設定は各学部学科での判断
に任され，担当教官についても，本テキスト作成に直接
携わっていない教官や，部局によっては担当可能な教官
がなく学外からの非常勤講師に依頼することとなった。
このように実施体制には不安はあったものの，それまで
との継続性を考慮すれば，この時点では現実的な選択で
あった。しかしながら，実施体制を全学的に取りまとめ
る機関がなく，実施形態を調整することができなかった
ことは，次第に大きな問題となってきた。特に，テキス
ト作成時の議論とは別に，WORDや EXCELの利用や
BASICでのプログラミングなど特定の項目のみを実施
する講義や，市販または独自テキストを用いた講義など
が行われ，全学のテキスト作成時の方向性との整合が次
第に取れなくなってきていた。
一方，このテキスト以外にも，全学的な情報リテラシー
教育を後押しする学内事情として，熊本大学学務情報シ
ステム「SOSEKI」(1)がある。このシステムは 1999年に
運用が開始されたもので，Webベースで学務情報を管理
する構成となっており，履修申告もすべてこのシステム
を利用することになっている。このことは，大学に入学
した学生に，入学直後にWebによる履修申告を要求する
ことになる。当初は，学務担当になった教官や SOSEKI
担当の教官・事務官などが全学の１年生へガイダンスを
することで対応していた。その一方で，全学テキストに
も順次 SOSEKI に関する項目を取り入れ，改訂ごとに
SOSEKIと情報リテラシー教育とは密接な関係を持つよ
うになってきた。
このような背景から，“大学を卒業した時点で習得すべ
き素養”として，英語等の語学同様に，情報リテラシー
を捉えるという基本合意を得，一般教育科目「情報基礎
A」「情報基礎 B」を全学部の１年次生向けの必修科目
として実施することによって，全学的に統一的なリテラ
シー教育を行うこととなった。

3. 授業の実施形態と内容

「情報基礎 A」は前学期，「情報基礎 B」は後学期に開
講される一連の授業であり，熊本大学の 1年次生全員が
一般教育科目（いわゆる教養教育の一環）の必修科目と
して両科目とも受講する。
演習科目である「情報基礎 A」「情報基礎 B」の授業
は，全学に配置された 7端末室を教室に用いて実施して
いる。講師としては総合情報基盤センターの 7 教官が中
心的役割を果たすが，2名の非常勤講師にも御協力頂いて
いる。加えて，1 教室あたり 2名から 4名のTA（ティー

チング・アシスタント）に指導の補助をお願いしている。
1800人程度の受講生を 29クラスに分けているが，端

末室の収容人数の都合等で，1クラスあたりの人数は 30
名程度から 100名程度となっている。最大 5クラス（＝
約 300人）が同じ時間帯に並列に授業を行うこともある。
テキスト（教科書）としては，冊子体の指定テキスト

も使用することもあるが，大半は独自に作成したオンラ
インのテキスト，資料を活用している。表 1と表 2にそ
の内容を示す。これらの表からも分かるように，「情報基
礎 A」「情報基礎 B」の授業の目標は，情報の収集・作
成，加工・発信の基礎の修得である。基本操作の修得に
はもちろんだが，さまざまな事項の理解を助ける意味で
も実際に手を動かすことを重視し，実習・演習が 8 割，
講義が 2 割の比率で行っている。
電子メールの操作習得や動作原理の理解には，情報基

礎教育での使用を意図して熊本大学 総合情報基盤セン
ターで開発したメールソフト Seemit (2) (3) を活用してい
る。情報セキュリティや情報倫理，知的所有権に関する
内容は，漠然とした一般論を 1回だけの授業で述べても
受講者になかなか伝わらないので，個々の具体的な事項
（電子メール，Web，画像等）を教えたタイミングでそ
れに関連付ける形で何度も繰り返し教えている。

4. 情報基礎実習用端末室の整備

「情報基礎A」「情報基礎B」が初めて開講された 2002
年度には，以前から各学部で管理している実習用端末室
の PCを利用したが，その大半は 5年以上前に購入され
たもので，ユーザ認証やネットワークドライブ等を利用
しないスタンドアロン形態で運用されていた。このため，
「情報基礎A」「情報基礎 B」の授業の際にも利便性に欠
けるとともにトラブルも多く，ハードウェアやソフトウェ
アのトラブル対処で授業の大半の時間が取られることも
あった。

2002 年度末に総合情報基盤センターのレンタル計算
機システムが更新されるのを期に，その一部として端末
920台とサーバ群から構成される情報教育システム導入
した。4部屋ある 100人前後の収容数を持つ端末室（図
1）を始め，全学の 11教室（端末室）に設置され，授業
や演習，学生の自習用に利用されている。今回のシステ
ムは，以下のような特徴をもっている。
•全学のどこの教室のどの端末でも同じ環境で利用で
きる（一部，例外的なソフト有り）。

•学生個人の IDがあるので，自分専用の環境を作る
ことができる。

•ファイルサーバ（図 2）上に学生個人用のデータ保
存領域があるので，FDなどのリムーバブルメディ
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表 1 「情報基礎 A」（前学期）の内容
Table 1. Contents of “Basic Course of Information Technologies A”

¦ログイン（システムへのログインとWindowsの基本操作）
¦学務情報システム （SOSEKIによる履修登録）
¦情報倫理 その１（コンピュータウイルス等）
¦電子メール その１ （Seemitで学ぶ電子メールの基礎）
¦ワードプロセッサ その１ （フォントとレイアウト）
¦ペイント （イメージ画像の作成と編集）
¦情報倫理 その２（知的所有権，ネチケット等）
¦スプレッドシート その１（数値や式の入力）
¦スプレッドシート その２（作表と関数）
¦ドロー
¦情報検索 （検索エンジン，文献検索，電子図書館）
¦ワードプロセッサ その２（アプリケーション間のデータ相互利用）
¦プレゼンテーション

表 2 「情報基礎 B」（後学期）の内容
Table 2. Contents of “Basic Course of Information Technologies B”

¦OS 再確認 （ディレクトリ構造，GUI と DOSプロンプト）
¦電子メール その 2（電子メールの仕組み）
¦Webページの作成 （HTML 言語の基礎）
¦インタラクティブな Web ページの作成 (1) （プログラミングの考え方）
¦インタラクティブな Web ページの作成 (2) （JavaScript の基礎）
¦Webページの公開 (1) （Web サーバへのアップロード）
¦Webページの公開 (2) （公開の際に注意すること）
¦インターネットの基礎知識 （ネットワーク，IP アドレス，ポート）
¦コンピュータサイエンス入門 （情報の表現，データ形式）
¦セキュリティ （メーリングリスト，SPAM メール対策等）

図 1 情報教育実習室
Fig. 1. Computer room for exercise

図 2 学生用認証サーバとファイルサーバ
Fig. 2. User authentication servers and file servers
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アを持参しなくても利用できる。
•オペレーティングシステム (以下，OS)としてとし
て Microsoft Windows XP Professional と Linux
(Vine Linux 2.6r1)が利用できる。それらのOSで，
ID/Password 並びに個人データの保存領域は共通
である。

•Windows XPでは，システムの自動復旧プログラム
を導入しているので，メインテナンスフリーの安定
な動作が可能である。その上，Administrator権限
の必要でないソフトウェアの一時的なインストール
(システムの再起動で元に戻る) が可能であるため，
ユーザの自由度が大きい。

•本システムに導入したソフトウェアの大部分はフリー
ソフトウェアである。従って，学生個人の PCでも，
同じ環境を (お金をかけずに) 容易に構築できる。

•オフィス・ソフトウェアとしてサンマイクロシステム
ズ社製の StarSuite6.0を導入した。また，本ソフト
は熊本大学としてアカデミックサイトライセンスを
（日本で最初に）取得したので，熊本大学の所有の
PCを始め，本学の全教職員並びに学生個人の PC
にもインストール可能である。

•端末のハードウェアは，４年間の運用に耐えるよう
に，（導入時としては）高性能な（Celeron 1.7GHz,
512MB RAM, 80GB HDD, USB 2.0, FDD, CD-
ROM）仕様としている。
新システムの端末を利用することで，それまでよりも

はるかにセキュアにかつ円滑に，授業での実習や空き時
間での自習を行うことが可能となった。また，各部局の
教室に設置された全 920台の端末の保守管理の主体も総
合情報基盤センターが担うことになり，各部局における
端末管理者とも連携し，職員や学生からのトラブルの通
知に対し総合情報基盤センターの技術官が率先して現地
で迅速に処置，対応している。この結果，「情報基礎 A」
「情報基礎 B」ではクラスの人数が端末室の収容人数に
逼迫するような運用を強いられているにも係わらず，こ
れまでのところ授業に差し支えるような大きなトラブル
は皆無である。

5. WBTシステムの活用形態

2002年度，「情報基礎 A」「情報基礎 B」においては，
既に全テキストをWebページで配信し，一部ではある
が JavaScript による確認テストやインタラクティブな
教材をとりいれた。2002年度の最後にWebCT (4) およ
びWebClass (5) が導入にされたのに伴い，2003年度前
学期から本格的にWBTシステムの導入を行った。

1 年生全員約 1800 人が対象の必修科目である「情報

基礎 A」において，まず最初の 2回でOSヘのログオン
および熊本大学学務情報システム SOSEKI (1) に対する
ログインの方法および SOSEKI 上での履修登録を行っ
た。この 2回は，印刷した教材とWeb上の教材で行い，
WBTシステムの使用は 3回目からとした。3回目以降
全ての講義をWebCTを中心に，WebClassを併用する
体制で行った。

WebClass については，情報倫理に関するWeb 教材
（INFOSS情報倫理）を，講義の教材および自習課題と
して利用した。特に自習課題として，WebClass上のテ
ストの合格点を設定し，受講生はその得点に達するまで
何度でもテストを受けるといった形式で，前学期期間を
通して用いた。

WebCTについては，担当教官によるテキスト・教材
の共同製作と共有，受講生の出席，テスト，レポート提
出等の殆んどに利用した。WebClass上の成績データ等
もWebCTへ移行して集計へ加えることで，全体の成績
管理にも利用した。以下では，WebCTの利用を中心に
紹介する。（文献 (6)では，さらに詳細に報告している。）

WebCTの動作環境としては，使用したWebCTのバー
ジョンは， 3.8.2.7 キャンパスエディションで，RedHat
Linux 7.3上で動作しており，サーバのハードウェア仕様
は，Xeon 2.4GHz CPU× 1，1GB RAM，72GB HDD
(SCSI RAID-5)である。講義形態としては，受講生 1800
人を 29クラスに分け，9名の教官（内非常勤 2名）で担
当し，講義内容は常勤教官 7名で検討し，コンテンツを
分担製作し，講義内容，進め方，評価方法等について念
密に打ち合せを行った。
前述のように，最大 5クラスが同じ時間帯に並列開講
され，約 300人の受講生が同時にWebCTサーバを利用
することもあるが，パフォーマンスの極端な低下は感じ
られなかった。
コース（WebCT上での講義ページ）の作成および設

定には，他のWBTシステムとの互換性を持つ標準規格
である Instructional Management System (IMS) (7)に
よる，Cross-listedコース（複数コースから同一コンテ
ンツが参照可能）を利用した。その設定ファイルは，学
務情報システム SOSEKI (1) の講義情報のCSV出力ファ
イルからのコンバータを作成することで自動生成を行っ
た。また，受講生および教官，TAのWebCTへの登録に
関しても SOSEKIのCSV出力ファイルからのコンバー
タを作成することでWebCT形式 CSVファイルを自動
生成し，一括登録処理した。
この様にして，比較的大きな規模で同一内容の講義・

演習を複数教官で行うといったWBTの実施形態をWe-
bCTで実現した。教材製作については，担当教官全員に
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図 3 WebCTの画面
Fig. 3. WebCT window

よる念密に打ち合せの後，分担製作した。全教官が同一
コンテンツを用いることで，より教育効果の高い内容へ
の改善や変更，課題の難易度・分量，誤殖や不適切な表現
のチェック等に効果があったと思われる。また，全ての担
当教官にWeb上からのコンテンツ書き換え権限が与え
られており，講義中のコンテンツのリアルタイムな修正
も実際にあった。ただし，全担当教官に権限を与えるた
めには，相互の信頼関係と事前の念密な打ち合わせが必
要であることは言うまでもない。また，出席や課題の提
出状況をリアルタイムに確認することができ，脱落しそ
うな受講者の早期発見にも役立った。受講者にとっては，
講義時間以外の情報教育実習室が自習用に開放されてお
り，どの教室のどの PCでも同じ環境で使用できること
も相俟って，コンテンツをいつでも見直す，課題を空い
ている時間に仕上げる，提出した課題を随時参照する等
が可能であり，受講生にとっても様々なメリットがあった
と思われる。ただし，Cross-listedコースに限っての問題
ではあるが，担当講義の出席や成績の確認画面において
同時並列授業時間中に教官毎の排他処理ができなかった
り，課題の評価採点を行うためのインターフェイスが繁
雑であった。このように問題点もいくつかあったが，総
合的にはWBTとしてWebCT（一部WebClass）を利
用することで，大きなメリットがあったと考えられる。

6. 授業に対する受講生の反応

学部学科での違いや個人差はもちろんあるが，概して

ほとんどの受講生が興味をもって受講しているという印
象を受ける。毎回の授業で課題が与えられ，授業時間内
または 1週間程度以内に，WebCT上で提出することに
なっているが，厳密に内容が規定された課題ばかりでは
ないので，与えられた課題をこなすだけでなく自分なり
に創意工夫を加えようとする受講生も見受けられる。
また，興味深いこととして，「文系のクラスの受講生が

熱心で誠実だ」というパラドックスを多くの講師が体験
している。情報技術を「これまでになかった情報伝達メ
ディアをつくり出すもの」と捉える意識があるのか，ま
たは文系学部では情報系の授業が数少ないことが影響し
ているのかもしれない。
熊本大学では入学した年から，履修申告はWebでの

み受け付け，また「情報基礎A」「情報基礎B」の授業の
大きな要素としてWBTシステムを利用しているわけだ
が，文系学部の履修指導教官等の心配に反して，学生に
ほとんど戸惑いはみられない。
ただし，他の科目よりも進度や習熟度の個人差が顕著

であることも，講師が身をもって感じている。特に自宅に
PCを所有しているかどうかは大きな要素となる。2003
年度より高等学校で「情報」の科目が新設されたことも
あり，数年後に入学してくる学生の意識，スキルは大き
く変化していることも予想される。いずれにしても，1
教室に 30人 ∼ 100人が実際に端末を操作する実習形式
で行われるため，講師が TAと密に連携して受講生に接
することが，個々の受講生に合った指導を行う上で極め
て重要と言える。

7. ま と め

熊本大学で 2002年度より全学的な取り組みとして実
施されている情報基礎教育の内容や実施状況を，ハード
面やソフト面のシステム構築，人的な連携作りの観点か
ら述べた。
このような規模で，受講生の所属学部に関わらず一様

な内容および質を保つことを指向した情報基礎演習を行っ
ているのは，全国的にもあまり類を見ないことだと自負
しているが，今後さらに，苦手意識のある学生でも確実
に情報技術の必須事項を修得でき，理解度の高い学生は
操作方法や基礎知識だけでなく，情報技術の実践的な応
用知識を実力に応じて身につけることができるように，
今後とも全学的な理解・協力を得ながら指導法や洗練され
たコンテンツ構築等に創意工夫を続けてゆきたいと思っ
ている。
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図 4 「情報基礎 B」授業風景（上段: 教育学部
のクラス，下段: 医学部のクラス）

Fig. 4. Scenes from classes of “Basic Course of In-
formation Technologies B” (upper: students of the
Faculty of Education, lower: students of the Fac-
ulty of Medicine)
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